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実験 1 :口腔・咽頭部粘膜を 1-- 5 g の圧で10--20秒間機械的に刺激した場合は鴨下のみ誘発
































Obex より吻側に 4 --4.5mm であり， その部に幅吐誘発点が多く分布することから， 日匿吐時の
関口 l乙咽頭-下顎反射が密接な関係を有していることが推察できる。
以上の結果から，口腔・咽頭部に与えられた刺激が弱い場合，舌咽，迷走神経を介する信号は
延髄城下誘発部位の興奮をおこし， 鴨下を誘発する。刺激が強くなると咽頭-下顎反射を誘発
し，更に強くなると空堀あるいは幅吐を誘発し関口を生じるのであろう。なお， P巨吐の場合の関
口度は吐物の物理的性状により左右されるが，これは咽頭粘膜の刺激のされ方によって咽頭一下
顎反射の反応の大きさに差を生じ，開口度が変化するものと思われる。
論文の審査結果の要旨
本研究は， P匿吐についてその神経生理学的機構を研究したものであるが，特に口腔および咽頭
部刺激による眠吐時の関口調整機序について重要な知見を得たものとして，価値ある業績である
ことを認める。
よって，本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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